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常
世
国
に
は
、
種
々
の
性
格
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に

す
る
の
は
容
易
な
業
で
は
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
上
代
文
献
に
現
わ
れ
た
常
世
国
の
複
合
的
な
性
格
の
中
か
ら
、

そ
の
存
在
位
置
を
検
討
し
、
常
世
国
の
本
源
的
性
格
と
思
わ
れ
る
不
老
不
死

性
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

［、

岦
｢
国
の
存
在
位
置
に
関
す
る
諸
説

　
常
世
国
が
ど
こ
に
存
在
す
る
か
、
ど
の
方
向
に
位
置
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
種
々
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
説
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
四
種
に
な
ろ

（
。
－
）

〉
つ　
　
①
海
の
彼
方
（
特
に
方
位
に
つ
い
て
は
限
定
し
な
い
）

　
　
②
東
方
海
上
の
涯
、
ま
た
は
東
方
の
地
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③
南
方
海
上
の
涯

　
　
④
海
の
底
、
ま
た
は
地
底

　
右
の
う
ち
、
①
は
、
常
世
国
へ
海
を
渡
っ
て
行
く
と
記
し
て
文
献
が
多
い

こ
と
か
ら
、
当
然
導
か
れ
る
結
論
で
あ
る
。

　
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
が
、
『
海
上
の
道
』
で
、

　
　
　
東
方
の
、
旭
日
の
昇
っ
て
来
る
方
角
に
、
目
に
見
え
ぬ
蓬
莱
又
は
常

　
　
世
と
い
ふ
仙
郷
の
有
る
と
思
ふ
考
へ
方
は
、
こ
の
大
和
島
根
を
始
め
と

　
　
し
て
、
遠
く
は
西
南
の
列
島
か
ら
、
少
な
く
と
も
台
湾
の
氏
族
の
一
部

　
　
ま
で
に
、
今
日
も
尚
分
布
し
て
居
る
。

と
述
べ
、
折
口
信
夫
が
、
「
批
が
国
へ
、
常
世
へ
一
異
郷
意
識
の
起
伏
」
（
『
古

代
研
究
－
　
民
俗
学
編
1
』
所
収
）
の
中
で
、

　
　
　
過
ぎ
来
た
方
を
ふ
り
返
る
批
が
国
の
考
え
に
関
し
て
、
別
な
意
味
の
、

　
　
と
こ
　
よ

　
　
常
世
の
国
の
あ
く
が
れ
が
出
て
来
た
。
ほ
ん
と
う
の
異
郷
趣
味
（
え
き

ぞ
ち
し
ず
む
）
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
気
候
が
よ
く
て
、
物
資
の
豊
か

な
、
住
．
み
よ
い
国
を
求
め
求
め
て
移
ろ
う
と
言
う
心
ば
か
り
が
、
彼
ら

の
生
活
を
善
く
し
て
行
く
力
の
泉
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
歩
み
は
、
富
の

予
期
に
牽
か
れ
て
、
東
へ
東
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。
彼
ら
の
行
く
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
れ
　
ぬ
く
に

は
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
未
知
之
国
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
お
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
よ

空
想
の
国
を
、
祖
た
ち
の
語
で
は
常
世
と
言
う
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
記
し
た
点
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
③
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
谷
川
健
一
氏
が
、
「
他
界
観
と
宇
宙

観
」
（
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
第
二
巻
『
太
陽
と
月
』
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
日
本
人
の
原
郷
と
し
て
の
「
根
の
国
」
が
日
本
列
島
の
外
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
れ
ん

　
　
そ
れ
は
日
本
人
の
無
限
の
係
恋
を
か
き
た
て
る
「
批
の
国
」
で
あ
っ
た

　
　
と
す
る
と
き
、
死
者
の
た
ま
し
い
の
住
む
国
は
、
日
本
人
の
先
祖
が
黒

一



常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
勝
俣
）

　
　
潮
に
乗
っ
て
南
方
の
地
山
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
太
古
の
移
動
の
記

　
　
憶
と
も
重
な
り
あ
う
。
常
世
の
「
常
」
は
不
断
に
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

　
　
「
世
」
は
古
い
日
本
語
で
稲
や
粟
な
ど
の
穀
物
を
さ
す
。
し
た
が
っ
て

　
　
「
常
世
」
は
穀
物
の
常
熟
す
る
場
所
を
意
味
し
て
い
る
。
（
中
略
）
常
世

　
　
は
そ
う
い
う
風
に
穀
物
や
果
物
が
い
つ
も
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
ゆ
た

　
　
か
な
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
と
う
ぜ
ん
南
方
の
国
々
や
海
域
が
想
定

　
　
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
日
本
人
の
謹
聴
と
し
て
の
南
方
へ
の
憧
れ
、
民
族
の
太
古
の
移

動
の
記
憶
が
、
南
方
楽
土
と
し
て
の
常
世
を
想
起
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
残
り
の
④
に
つ
い
て
は
、
西
郷
信
綱
氏
が
『
古
事
記
註
釈
」
の
中
で
次
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
そ
し
て
書
紀
に
国
営
立
尊
の
亦
の
名
を
国
気
立
尊
と
い
う
と
あ
る
の

　
　
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
ト
コ
ツ
ク
ニ
は
ま
た
ソ
コ
ツ
ク
に
で
も

　
　
あ
り
え
た
。
現
に
万
葉
の
浦
島
子
を
詠
じ
た
歌
（
九
・
一
七
四
〇
）
で

　
　
は
、
海
坂
の
か
な
た
の
海
神
の
国
を
常
世
の
国
と
呼
ん
で
い
る
。
ス
ク

　
　
ナ
ビ
コ
ナ
は
、
そ
う
い
う
大
地
の
底
に
棲
む
祖
霊
の
一
種
で
は
な
い
か

　
　
と
私
は
考
え
る
。

　
右
の
如
く
、
常
世
国
は
、
そ
の
存
在
位
置
に
関
し
て
も
種
々
の
説
が
存
す

る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
上
代
文
献
の
実
際
に
照
し
て
、
検
討
し
て
み
た
い
と

思
う
。

二
、
常
世
国
の
東
方
性

　
常
世
国
の
用
例
は
、
記
紀
・
万
葉
・
風
土
記
に
、
併
せ
て
二
十
八
ヶ
所
三

十
八
例
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
常
世
国
の
方
位
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て

は
、
ま
ず
、
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
伊
勢
国
号
の
条
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

二

　
　
　
天
日
別
命
奉
レ
勅
東
引
数
百
里
　
其
邑
有
レ
神
名
日
二
伊
勢

　
　
津
彦
一
　
天
日
別
命
当
日
　
汝
国
献
二
於
天
孫
一
哉
　
釜
日
　
吾
寛
二
比

　
　
国
一
　
居
住
者
久
　
不
二
敢
聞
ワ
命
　
　
天
日
別
命
　
発
レ
兵
学
レ
鐵
二

　
　
其
神
一
　
干
レ
時
　
畏
伏
錠
前
　
吾
等
悉
献
二
於
天
孫
一
　
吾
敢
不
レ
居

　
　
　
　
天
日
別
命
右
転
　
汝
之
去
時
三
輪
為
レ
験
啓
日
　
言
捨
二
今

　
　
夜
一
起
二
八
風
一
　
吹
二
海
水
一
　
乗
二
波
浪
一
将
二
号
入
一
　
些
少
吾
之

　
　
却
由
也
　
天
日
別
命
整
レ
兵
窺
之
　
比
レ
及
二
中
夜
一
　
大
風
四
起

　
　
扇
二
挙
波
瀾
一
光
耀
如
レ
日
　
陸
海
共
朗
　
遂
乗
レ
波
而
東
焉
　
古
語
云

　
　
二
神
風
伊
勢
国
　
常
世
鞘
寄
国
一
者
　
蓋
比
謂
レ
之
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
点
筆
者
。
以
下
同
じ
。
）

　
こ
こ
で
は
、
伊
勢
津
彦
が
、
天
日
別
命
か
ら
天
孫
へ
の
国
護
り
を
迫
ま
ら

・
れ
、
一
時
の
抵
抗
空
し
く
、
結
局
は
、
伊
勢
国
か
ら
去
っ
て
い
く
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
伊
勢
津
彦
は
大
風
を
四
方
に
起
こ
し
て
「
波
に
乗
り
て
東
に

ゆ
き
き
」
と
描
写
さ
れ
る
。
伊
勢
津
彦
が
去
っ
た
方
向
は
東
と
す
る
が
、
ど

こ
へ
行
っ
た
か
は
明
確
に
描
い
て
い
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
す
ぐ
後
で
、
古

語
を
引
き
、
「
神
風
の
伊
勢
国
」
が
「
常
世
国
の
浪
寄
す
る
国
」
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
だ
と
解
説
し
て
い
る
の
は
、
当
然
、
伊
勢
国

の
東
方
海
上
に
常
世
国
が
あ
り
、
伊
勢
津
彦
は
、
伊
勢
国
の
東
方
に
あ
る
常

世
国
へ
行
っ
た
の
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
一
つ
の
裏
付
け
が
、
伊
勢
津
彦
が
伊
勢
国
を
去
る
に
当
っ
て
の
、
「
波

浪
に
乗
り
て
東
に
入
ら
む
」
「
波
に
乗
り
て
東
に
ゆ
き
き
。
」
と
あ
る
表
現
と

言
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
記
で
、
「
御
毛
沼
命
は
、
波
の
穂
を
跳
み

て
常
世
国
に
渡
り
坐
し
」
と
あ
る
記
述
、
紀
の
「
三
毛
入
野
命
、
…
…
浪
の

秀
を
跳
み
て
、
常
世
郷
に
往
で
ま
し
ぬ
。
」
と
あ
る
記
事
に
、
よ
く
類
似
し
た

描
写
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
御
毛
沼
命
（
三
毛
入
野
命
）
は
、
波
（
浪
）
の
穂
（
秀
）

を
跳
（
踏
）
」
ん
で
、
常
世
国
（
常
世
郷
）
へ
出
か
け
た
が
、
同
様
に
、
伊
勢



津
彦
は
、
「
波
（
浪
）
に
乗
り
て
東
」
（
の
海
上
遥
か
に
あ
る
常
世
国
）
へ
去
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

て
行
っ
た
と
解
釈
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
右
の
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
常
世
国
は
、
神
風
の
伊
勢

の
国
の
東
方
海
上
遥
か
に
、
そ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
次
に
は
、
常
陸
国
風
土
記
の
総
記
に
次
の
如
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
夫
　
常
陸
国
者
　
堺
是
広
大
　
地
亦
細
密
　
土
壌
沃
墳
　
原
野
肥
術

　
　
墾
発
之
処
　
山
海
之
利
　
人
人
自
得
　
家
々
足
饒
　
設
　
有
下
身
労
二

　
　
耕
転
一
力
二
二
紡
蚕
一
者
上
立
宝
丹
レ
取
二
型
豊
一
自
然
応
レ
免
二

　
　
貧
窮
一
　
況
要
求
二
塩
魚
味
一
　
左
山
崩
海
　
植
レ
桑
種
レ
麻
　
後
野
前

　
　
原
　
所
レ
謂
水
陸
之
府
蔵
　
物
産
之
膏
膜
　
古
人
云
二
常
世
之
国
一

　
　
蓋
疑
比
地

　
右
に
は
、
常
陸
の
国
が
、
物
産
に
恵
ま
れ
た
如
何
に
豊
か
な
国
で
あ
る
か

が
綿
々
と
綴
ら
れ
、
最
後
に
、
「
常
世
の
国
と
い
へ
る
は
、
蓋
し
疑
ふ
ら
く
は

比
の
地
な
ら
む
か
。
」
と
、
常
陸
の
国
を
常
世
の
国
に
比
定
し
て
結
ん
で
い

る
。
一
種
の
比
喩
表
現
と
考
え
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
こ
が
常
陸
の

国
で
あ
る
こ
と
が
、
注
意
を
喚
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

常
陸
は
、
「
日
立
ち
」
で
あ
っ
て
、
日
の
昇
る
東
方
を
意
味
す
る
地
名
だ
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
常
陸
は
、
東
路
の
道
の
涯
で
あ
っ
て
、
東
海
道
を
東
に

進
ん
で
行
っ
て
、
海
に
行
き
当
る
と
こ
ろ
の
東
の
陸
の
愚
な
の
で
あ
る
。
名

義
の
上
か
ら
も
地
理
的
位
置
か
ら
も
、
「
東
」
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
常
陸
の

国
が
、
常
世
国
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
常
世
国
そ
の
も
の
が
、
「
日
立
つ

国
」
と
し
て
、
東
方
と
密
接
に
関
係
す
る
存
在
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
常
陸
国
と
常
世
国
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
少
し
時
代
は
下
が
る
が
、

日
本
文
徳
天
皇
実
録
の
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
十
二
月
の
条
に
も
、
次
の
如

き
記
事
を
見
出
し
得
る
。
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サ
　

　
　
　
　
戊
戌
。
常
陸
国
上
言
。
鹿
島
郡
大
洗
磯
前
有
レ
神
新
降
。
初
冬
民
有

　
　
二
煮
レ
海
為
レ
塩
三
一
。
夜
半
望
レ
海
。
光
耀
属
レ
天
。
明
日
有
二
両
沸
石

　
　
一
。
見
在
二
水
次
一
。
高
楼
尺
許
。
体
罰
二
神
造
一
。
非
理
人
間
石
一
。
塩
翁

　
　
私
異
レ
之
去
。
後
一
日
。
亦
有
二
底
心
小
石
一
。
落
差
上
石
左
右
一
。
似
レ

　
　
若
二
侍
坐
一
。
彩
色
非
レ
常
。
墨
形
像
二
沙
門
一
。
唯
無
二
耳
目
一
。
時
勢
漏

　
　
レ
人
云
。
我
是
大
奈
母
知
少
比
古
革
命
也
。
昔
造
二
此
国
一
詑
。
去
往
二
東

　
　
激
一
。
塗
下
レ
済
レ
民
。
更
亦
来
帰
。

　
こ
れ
は
、
大
鳥
重
厚
（
大
穴
牟
遅
）
と
少
比
古
粗
玉
（
唱
名
毘
古
那
命
）

が
、
石
像
と
し
て
、
常
陸
国
の
海
岸
に
再
出
現
し
た
様
を
述
べ
た
一
文
で
あ

る
。　
右
の
「
少
比
古
那
命
」
は
、
「
常
世
に
坐
す
　
石
立
た
す
　
少
遷
御
神
の
」

（
記
紀
歌
謡
）
等
の
記
述
に
よ
っ
て
、
常
世
国
に
坐
す
神
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
事
記
の
大
国
主
神
の
国
作
り
の
段
で
は
、
「
波
の
穂
よ

り
天
の
羅
摩
船
に
乗
」
っ
て
や
っ
て
来
て
、
国
作
り
の
後
、
常
世
国
に
渡
」
つ

た
神
と
し
て
、
「
少
名
毘
古
岳
神
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
右
の
文

徳
天
皇
実
録
の
記
事
で
、
少
比
古
奈
命
が
、
「
昔
此
の
国
を
造
り
詑
り
、
東
海

に
去
り
往
く
。
今
、
民
を
済
ん
だ
め
に
、
更
に
亦
来
り
帰
る
」
神
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
東
海
に
去
り
往
く
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
常
世

国
が
、
常
陸
国
の
東
海
に
在
る
こ
と
が
す
ぐ
に
帰
納
さ
れ
よ
う
。
常
陸
国
は
、

常
世
国
へ
の
出
入
口
の
国
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ

る
。　
常
陸
国
風
土
記
と
文
徳
天
皇
実
録
の
記
事
も
、
常
世
国
の
東
方
性
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
神
武
天
皇
即
位
前
歴
戊
午
六
月
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

見
ら
れ
る
。

　
　
　
遂
越
二
狭
野
一
、
而
到
二
熊
野
神
邑
一
、
且
登
二
天
磐
盾
一
。
傍
引
レ
軍
営

三
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進
。
海
中
難
曲
二
暴
風
一
。
…
…
三
毛
入
野
命
、
亦
恨
之
日
、
我
身
黙
黙

　
　
並
是
海
神
。
何
為
起
二
波
瀾
一
、
以
潅
溺
乎
、
則
十
二
浪
秀
一
、
而
往
二
四

　
　
常
世
郷
一
　
。

　
こ
の
例
で
は
、
三
毛
入
野
命
は
、
熊
野
か
ら
常
世
郷
へ
渡
っ
て
お
り
、
紀

伊
国
の
熊
野
が
、
常
世
と
い
う
他
界
へ
の
入
口
を
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
右
の
例
だ
け
で
は
、
常
世
国
の
方
位
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
後
世
に
は
、

本
州
最
南
端
に
近
い
こ
の
熊
野
の
地
は
、
南
方
海
上
遥
か
に
あ
る
と
さ
れ
た

補
陀
落
観
音
浄
土
へ
渡
海
す
る
出
発
点
の
地
と
も
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

熊
野
は
、
南
方
と
関
係
深
い
土
地
と
も
言
い
得
る
。
し
か
し
、
記
紀
神
話
の

段
階
で
は
、
熊
野
に
は
別
の
方
位
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
神

武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
毎
夏
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
、
次
の
記
事
か
ら

読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
時
長
髄
彦
…
…
微
之
於
二
藍
舎
衛
二
一
、
与
之
会
戦
、
有
二
流
矢
一
、
中

　
　
二
五
瀬
正
平
脛
一
。
皇
師
不
レ
能
二
進
戦
一
。
天
皇
憂
之
、
乃
運
二
神
業
於

　
　
沖
魚
一
日
、
今
我
子
日
神
子
孫
、
而
向
レ
日
征
レ
虜
、
比
批
判
天
道
一
也
。

　
　
不
レ
若
、
溶
溶
示
レ
弱
、
礼
二
祭
神
祇
一
、
背
負
二
日
神
之
威
】
、
随
レ
影
圧

　
　
賜
。
如
レ
此
、
則
曽
不
レ
血
シ
刃
、
虜
必
自
敗
　
。
…
…
五
月
…
…
進
到

　
　
二
心
紀
国
亀
山
一
、
而
五
玉
命
莞
二
子
軍
一
。
…
…
六
月
…
…
至
二
舶
照
野
荒

　
　
坂
津
一
。
…
…
学
園
皇
師
、
欲
レ
趣
二
号
洲
一
。

　
こ
れ
は
、
「
日
神
の
子
孫
と
し
て
、
日
に
向
ひ
て
虜
を
征
つ
」
こ
と
、
つ
ま

り
、
龍
田
や
謄
駒
山
を
通
っ
て
大
和
へ
入
る
こ
と
が
、
西
か
ら
東
へ
向
か
う

こ
と
に
な
っ
て
、
日
に
向
か
っ
て
戦
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
を
「
天
道

に
逆
れ
り
」
と
し
、
「
背
に
日
神
の
威
を
負
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
影
の
随
に
圧

ひ
悼
み
な
む
」
こ
と
が
よ
い
と
し
て
、
紀
伊
国
の
熊
野
か
ら
背
に
日
の
威
光

を
負
っ
て
大
和
へ
向
う
こ
と
に
し
た
部
分
の
叙
述
で
あ
る
。
地
理
的
に
は
、

四

熊
野
は
必
ず
し
も
大
和
の
東
と
は
言
い
難
い
が
、
こ
の
神
武
東
征
神
話
に
お

い
て
は
、
熊
野
か
ら
大
和
へ
向
か
う
こ
と
が
「
背
に
日
神
の
威
を
負
ひ
た
て

ま
つ
」
る
こ
と
、
即
ち
、
東
か
ら
西
へ
進
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
神
話
上
の
方
位
観
に
あ
っ
て
は
、
熊

野
は
大
和
の
東
に
位
置
す
る
と
観
念
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
三
毛
入
野
命
が
、
能
…
野
か
ら
常
世
郷
へ
渡
る
の
も
、
熊
野
が
東
方
を
表
わ

す
地
域
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
く
東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
た
常
世
国
に
面
し

て
い
る
地
点
と
観
念
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　

る
。
　
な
お
、
記
で
は
、

　
　
　
故
、
砂
毛
沼
命
者
、
跳
二
波
穂
一
、
漢
「
坐
干
常
世
国
一

と
あ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
渡
っ
た
の
か
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
前
後
の
文
脈

か
ら
す
れ
ぼ
、
御
毛
沼
命
は
、
日
向
か
ら
常
世
国
へ
渡
っ
た
と
解
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ム
カ

あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
日
向
は
、
ヒ
ム
カ
シ
（
日
向
シ
）
か
ら
来
た
、
本
来
、

東
を
意
味
す
る
呼
称
で
あ
る
か
ら
、
常
世
国
と
の
関
係
は
、
先
の
常
陸
国
の

場
合
と
同
様
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
以
上
の
、
伊
勢
、
常
陸
、
紀
伊
国
の
熊
野
、
日
向
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ

る
。　
い
ず
れ
も
、
地
形
的
に
東
に
海
が
開
け
た
土
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
土
地
自

体
が
、
東
方
世
界
と
い
う
意
味
合
い
を
色
濃
く
持
っ
て
お
り
、
信
仰
上
の
聖

地
と
し
て
著
明
な
神
社
が
あ
り
、
且
つ
、
常
世
国
へ
の
出
入
口
と
考
え
ら
れ

て
い
た
地
域
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　
右
の
事
実
は
、
常
世
国
自
体
が
、
や
は
り
、
東
方
海
上
に
位
置
す
る
と
観

念
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。
常
世
国
の
存
在
す
る
方
向
は
、
ど

の
方
位
で
も
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
南
方
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
、

東
方
と
深
い
関
係
を
持
つ
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
、
東
方
海
上



遥
か
の
異
郷
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
常
世
国
と
東
方
性
が
如
何
に
結
び
つ
い
た
の
か
、

検
討
し
て
み
た
い
。

次
節
以
下

　
　
三
、
常
世
国
と
蓬
莱

　
丹
後
国
風
土
記
逸
文
浦
島
子
の
条
で
は
、
女
扇
が
島
子
に
、
「
君
宜
三
廻
レ
樟

赴
二
子
磐
戸
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
島
子
の
訪
れ
た
仙
郷
を
「
冬
山
」
と

記
し
、
「
仙
都
」
「
神
仙
の
堺
」
と
も
述
べ
、
さ
ら
に
「
常
世
（
等
許
余
・
等

許
与
）
と
も
叙
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
蓬
山
」
が
「
ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ
」

と
早
ま
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
こ
の
浦
島
子
課
で
は
、
中
国

の
神
仙
思
想
の
理
想
郷
た
る
蓬
山
、
即
ち
蓬
莱
山
と
、
日
本
固
有
の
理
想
郷

た
る
常
世
が
、
同
一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
常
世
と
蓬
莱
山
の

混
同
は
、
当
時
、
か
な
り
普
遍
的
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
雄
略
記
二
十
二
年
秋

七
月
の
条
で
も
、

　
　
　
丹
波
国
益
社
郡
管
川
人
瑞
江
浦
島
子
、
乗
レ
舟
而
釣
。
遂
得
二
大
亀

　
　
一
。
便
化
二
細
身
一
。
於
是
、
浦
島
霊
感
以
為
レ
婦
。
相
逐
入
レ
海
。
到
二

　
　
蓬
莱
山
一
、
単
二
観
心
衆
［
。

と
あ
っ
て
、
浦
島
子
が
訪
れ
た
「
ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ
」
（
寛
文
九
年
板
本
訓
）
は

「
蓬
莱
山
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
万
葉
集
巻
九
、
一
七
四
〇
で
、
同
じ
浦
島
子
が
訪
れ
た
先
が
、
「
常
代
」
「
常

世
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
蓬
莱
山
と
常
世
国
の
混
同
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
何
故
、
日
本
固
有
の
常
世
国
と
中
国
神
仙
思
想
の
蓬
莱
山
は

混
同
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
何
等
か
の
共
通
点
が
な
く
て
は
な

る
ま
い
。

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
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報
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そ
こ
で
、
中
国
神
仙
思
想
に
お
い
て
、
蓬
莱
山
が
如
何
に
描
か
れ
て
い
る

か
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
山
海
経
』
海
内
北
経
に
は
、

　
　
　
蓬
莱
山
在
二
海
中
一
。

と
あ
り
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
は
、

　
　
　
海
中
有
三
二
神
山
一
、
名
日
二
蓬
莱
、
方
丈
、
瀟
州
一
。

と
あ
る
。
右
の
二
文
献
か
ら
は
、
蓬
莱
山
が
海
中
に
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
位
置
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
嚢
子
』
湯
問
篇
に

は
、　
　
　
渤
海
上
東
…
…
有
二
大
堅
一
焉
…
…
名
日
二
帰
嘘
二
…
・
・
其
中
有
二
五

　
　
山
一
焉
、
一
日
岱
輿
、
二
日
愛
嬌
、
三
日
三
業
、
四
日
瀟
洲
、
五
日
町

　
　
簾
。

と
あ
っ
て
、
蓬
莱
山
が
、
渤
海
の
東
に
位
置
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

蓬
莱
山
は
、
中
国
の
東
海
渤
海
の
さ
ら
に
東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
実
に
、
蓬
莱
山
が
、
中
国
の
東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
と
、

常
世
国
が
、
や
は
り
、
日
本
の
東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
常
世

国
と
蓬
莱
山
が
混
同
さ
れ
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
皇
極
天
皇
紀
三
年
条
の

　
　
　
祭
二
常
世
神
一
者
。
…
…
老
人
減
少
。

や
、
万
葉
集
巻
葉
、
六
五
〇
の

　
　
　
吾
妹
児
者
　
常
世
国
ホ
　
住
家
良
思
　
昔
三
従
　
変
若
益
ホ
奇
利

さ
ら
に
、
万
葉
集
巻
九
、
一
七
四
〇
の
浦
島
伝
説
に
、

　
　
　
常
代
ホ
至
…
…
書
置
レ
為
　
憂
世
レ
為
而
　
永
世
ホ
　
有
家
留
物
乎

…
…
と
あ
る
如
く
、
常
世
国
は
、
不
老
不
死
の
世
界
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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同
様
に
、
中
国
の
方
士
た
ち
が
想
像
し
た
蓬
莱
山
も
、
仙
人
の
住
む
不
老

不
死
の
世
界
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
列
子
』
湯
量
篇
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

　
　
　
五
日
、
蓬
莱
。
其
山
高
下
周
旋
三
万
里
。
其
頂
、
即
処
九
千
里
。
…
…

　
　
珠
珊
樹
皆
叢
生
、
華
実
皆
有
二
滋
味
】
、
食
レ
之
、
皆
不
レ
老
不
レ
死
。
所

　
　
レ
居
之
人
、
皆
野
聖
之
種
、
一
日
一
夕
、
飛
雄
島
来
者
、
不
レ
可
レ
数

　
　
焉
。

　
不
老
不
死
の
観
念
に
お
い
て
も
両
者
は
混
同
さ
れ
る
要
素
を
有
し
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
垂
毒
茸
皇
紀
九
十
年
－
上
筆
条
に
は
、
次
の
如
き
記
事
が
見
ら

れ
る
。

　
　
　
九
十
年
春
二
月
庚
子
朔
。
天
皇
命
二
田
道
間
守
一
。
遣
二
常
世
国
一
。
令

　
　
レ
求
二
非
時
香
菓
一
。
…
…
受
命
天
朝
。
遠
往
二
絶
域
一
。
万
里
踏
レ
浪
。

　
　
遥
度
二
弱
水
一
。
是
常
世
国
。
則
神
仙
詳
言
。
是
非
レ
所
レ
藤
。

　
こ
こ
で
は
、
常
世
国
へ
行
く
に
当
っ
て
、
「
遥
に
魚
水
を
度
る
」
と
い
う
記

述
が
見
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
聖
水
と
は
、
『
史
記
』
大
宛
列
伝
正
義
注

に
、　
　
　
弱
水
云
レ
有
二
二
源
一
、
倶
出
二
女
国
北
西
縛
達
山
…
、
南
流
会
二
黒
女

　
　
国
一
、
東
去
レ
国
一
里
、
深
丈
余
、
潤
六
十
歩
、
非
二
毛
舟
一
節
レ
可
レ

　
　
済
、
南
流
入
レ
海
、
阿
褥
守
山
、
即
箆
喬
山
也
。

と
あ
り
、
『
山
海
経
』
大
荒
西
経
に
、

　
　
　
西
海
之
南
、
流
沙
之
浜
、
赤
水
之
後
、
黒
水
之
前
、
有
二
大
山
一
、
名

　
　
日
二
昆
喬
之
丘
一
、
有
レ
神
、
人
面
影
身
有
レ
文
、
有
レ
尾
皆
白
、
処
レ

　
　
之
、
其
下
有
二
曲
水
之
淵
一
、
環
レ
之
。
【
前
壷
注
】
其
水
不
レ
勝
二
鴻
毛

　
　
一
。

と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
『
玄
中
記
』
に
、

　
　
　
天
下
之
弱
者
、
有
二
向
歯
薄
弱
水
「
、
鴻
毛
不
レ
能
レ
載
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

と
あ
る
と
こ
ろ
の
、
毘
里
山
の
麓
に
位
置
す
る
水
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ

ば
、
弱
水
を
渡
っ
て
行
き
着
く
常
世
国
は
、
箆
喬
山
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る

と
も
言
い
得
よ
う
。

　
し
か
し
乍
ら
、
『
列
仙
伝
』
に
は
、

　
　
　
謝
自
然
、
浸
レ
海
求
二
蓬
莱
一
。
一
道
士
謂
日
、
蓬
莱
隔
二
溢
水
一
三
十

　
　
万
里
、
非
二
飛
仙
一
不
レ
可
レ
到
。

と
あ
っ
て
、
弱
毒
を
蓬
莱
を
囲
む
水
域
と
見
る
見
方
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
丹
後
国
風
土
記
逸
文
浦
島
子
条
や
、
雄
略
記
二
十
二
年
秋
七
月
の
浦

島
伝
説
に
お
い
て
、
島
子
の
訪
れ
た
ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ
は
、
「
蓬
山
」
や
「
蓬
莱

山
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
紀
の
田
道
間
守
の
段
に
登
場
す
る
「
弱

水
」
は
、
蓬
莱
山
を
囲
む
宿
水
と
の
関
連
で
と
ら
え
た
方
が
適
切
か
も
知
れ

な
い
。

　
こ
の
弱
水
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
蓬
莱
山
へ
行
く
に
も
、
常
世
国

へ
行
く
に
も
、
軽
い
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
鴻
毛
さ
え
も
沈
め
て
し
ま
う
二
水
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
水
域
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
渡

航
困
難
な
水
域
の
涯
に
あ
る
と
さ
れ
る
点
で
も
、
常
世
国
と
蓬
莱
山
は
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

視
さ
れ
る
理
由
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
、
日
本
古
来
の
常
世
国
と
中
国
神
仙
思
想
の
蓬
莱
山
は
、
そ

の
東
方
性
、
不
老
不
死
、
渡
航
の
困
難
さ
（
弱
水
の
渡
河
）
な
ど
に
よ
っ
て
、

同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
中
国
に
お
い
て
、
中

国
の
東
方
海
上
遥
か
に
あ
る
と
さ
れ
た
不
老
不
死
の
理
想
郷
蓬
莱
山
の
思
想

が
日
本
に
入
っ
て
く
れ
ば
、
日
本
か
ら
見
て
も
、
さ
ら
に
東
方
の
海
上
に
、

不
老
不
死
の
理
想
郷
蓬
莱
山
が
あ
る
も
の
と
、
必
然
的
に
古
代
日
本
人
は
想

像
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
蓬
莱
山
の
思
想
が
流
入
す
る
以
前
に
存

在
し
て
い
た
東
方
洋
上
の
理
想
郷
常
世
国
の
観
念
が
、
そ
の
方
向
と
性
格
、

渡
航
法
の
三
要
素
の
類
似
に
よ
っ
て
、
蓬
莱
山
と
混
同
さ
れ
る
に
至
る
の
は



必
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
東
方
海
上
に

あ
る
と
さ
れ
た
蓬
莱
山
と
混
同
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
、
常
世
国
が
、
本
源
的

に
東
方
海
上
に
存
す
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
一
つ
の
証
左

に
な
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
常
世
国
と
扶
桑
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ

　
蓬
莱
以
外
に
も
、
常
世
国
と
深
く
関
わ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
は
、
や
は
り
古
代
中
国
人
が
、
東
方
海
上
遥
か
に
想
定
し
た
、

日
出
つ
る
場
所
、
い
わ
ゆ
る
扶
桑
で
あ
る
。

　
『
山
海
経
』
海
外
東
経
に
は
、

　
　
　
湯
谷
上
有
二
扶
桑
」
。
十
日
所
レ
浴
。
九
日
居
二
下
枝
一
。
一
日
居
二
上

　
　
枝
一
。

と
あ
り
、
『
准
南
子
』
地
形
図
に
は
、

　
　
　
扶
木
在
二
陽
州
一
、
日
之
所
レ
噴
。

と
作
る
。
さ
ら
に
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
に
は
、

　
　
　
日
出
二
男
陽
谷
一
、
浴
二
言
域
池
一
、
梯
卑
下
扶
桑
一
、
是
謂
二
、
農
明

　
　
一
。
登
二
干
扶
桑
一
、
愛
始
将
レ
行
、
下
馬
二
胎
明
一
。

と
描
か
れ
、
『
論
衡
』
説
日
第
三
十
二
で
は
、

　
　
　
儒
者
論
【
日
】
、
二
心
出
二
扶
桑
一
、
今
入
二
細
柳
｝
。
扶
桑
、
東
方

　
　
地
、
細
柳
西
方
野
也
。
桑
柳
、
天
地
地
之
際
、
日
月
党
所
二
出
入
一
之

　
　
処
。

と
説
く
。

　
扶
桑
は
、
伝
承
に
よ
り
、
東
方
の
神
木
、
あ
る
い
は
東
方
の
地
の
呼
称
と

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
毎
朝
、
東
方
遥
か
の
海
か
ら
昇
っ
て
く

る
太
陽
を
見
て
、
そ
こ
に
太
陽
の
出
入
口
と
し
て
の
一
種
の
太
陽
故
土
が
考

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
四
一
号

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
説
文
解
字
が
、
「
東
」
と
い
う
漢
字
を
説
明
し
て
「
日
在
豊
中
」
と
述
べ
て

い
る
の
も
、
扶
桑
伝
説
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
、
「
東
」
と
「
日
」
の
関
係

が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
乍
ら
、
こ
う
し
た
、
東
方
海
上
遥
か
に
、
太
陽
の
出
現
す
る
世
界

が
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
何
も
中
国
人
ぽ
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

　
沖
縄
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
、
次
の
如
き
お
も
ろ
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
き
こ
　
　
　
　
ぐ
す
く
　
あ
が
る
い
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
や
ぢ
や
　
　
た
　
　
　
な
お
　
　
　
　
　
　
　
だ
く
に

　
　
　
聞
ゑ
中
城
東
方
に
向
か
て
　
板
門
建
て
直
ち
へ
　
大
国

　
　
お
そ
　
　
な
か
ぐ
す
く
　
　
と
　
よ
　
　
な
か
ぐ
す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む

　
　
添
う
中
城
鳴
響
む
中
城
　
て
だ
が
穴
に
　
向
か
て
　
（
第
二
、
4
2
）

　
　
　
あ
が
る
い
　
あ
　
　

た
　

と
は
し
　
や
は
し
　
お
あ

　
　
　
東
方
の
　
明
け
も
ど
う
　
立
て
ば
　
十
走
り
　
八
走
り
　
押
し
開
け

　
　
　
　
　
　
み
も
ん
き
よ
　
　
　
コ
　
あ
　

た

　
　
わ
ち
へ
　
見
物
　
清
ら
や
　
て
だ
が
穴
の
　
明
け
も
ど
う
　
立
て
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
十
二
、
麗
）

　
右
の
「
て
だ
が
穴
」
と
は
、
太
陽
の
出
現
す
る
穴
で
あ
っ
て
、
お
も
ろ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が
る
い

た
ち
は
、
太
陽
が
、
東
方
の
海
の
涯
に
あ
る
穴
か
ら
出
現
す
る
も
の
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
古
代
琉
球
の
他
界
と
し
て
有
名
な
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
も
、
そ
の
存

在
位
置
が
、
海
の
彼
方
と
も
、
海
底
と
も
、
地
底
と
も
さ
れ
、
さ
ら
に
、
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
も
東
、
西
、
北
な
ど
様
々
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
柳
田
国

男
が
指
摘
し
た
如
く
、
基
本
的
に
は
、
東
の
海
の
彼
方
に
想
定
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
や
は
り
、
東
方
か
ら
の
太
陽
の
出
現

と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
常
世
国
は
、
東
方
遥
か
の
海
上
に
あ
る
と
想

像
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
扶
桑
や
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
と
、
基
本
的
に
は
同
種

の
他
界
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
東
方

の
海
の
涯
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
必
然
的
に
太
陽
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ

る
。

七



常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
勝
俣
）

　
そ
こ
で
、
次
に
、
常
世
国
と
太
陽
の
関
連
を
見
て
み
た
い
。

　
　
五
、
常
世
国
と
太
陽
浄
土

　
先
に
、
四
節
に
わ
た
っ
て
、
常
世
国
が
東
方
海
上
遥
か
に
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
徴
証
を
探
っ
て
き
た
。

　
本
節
で
は
、
そ
れ
を
基
に
、
常
世
国
と
太
陽
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
垂
耳
記
に
は
、
多
遅
摩
母
理
が
常
世
国
へ
渡
っ
た
こ
と
を
記
す
有
名
な
説

話
が
あ
る
。

　
　
　
又
、
天
皇
、
以
二
三
宅
連
体
之
祖
、
言
返
遅
繋
馬
理
｝
、
遣
二
常
世
国

　
　
一
、
令
レ
求
二
黒
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
一
…
…
是
今
橘
者
也
。

　
ま
た
、
垂
仁
紀
九
十
年
の
条
に
も
、

　
　
　
天
皇
命
二
田
道
間
守
一
、
遣
二
常
世
国
一
、
令
レ
求
二
非
時
香
菓
一
。
…
…

　
　
今
戸
レ
橘
是
也
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
常
世
国
に
生
え
て
い
る
、
登
岐
士
玖
能
迦
火
点
木

実
（
非
時
香
々
）
を
橘
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
橘
は
、
万
葉
集
巻
六
、
一
〇
〇
九
の
聖
武
帝
御
製
歌
に
、

　
　
　
橘
者
　
実
聖
訓
虚
蝉
倍
　
其
葉
左
倍
　
枝
ホ
霜
雪
降
　
益
常
葉
之
樹

と
歌
わ
れ
、
常
緑
の
め
で
た
い
植
物
で
あ
る
こ
と
が
賞
揚
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
尽
日
本
紀
天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
で
も
、

　
　
　
聖
者
甲
子
之
長
上
、
人
所
レ
好
、
何
凌
三
霜
雪
「
而
繁
茂
、
葉
経
二
塞
暑

　
　
一
而
不
レ
彫
。
与
二
珠
玉
一
共
競
レ
光
、
交
二
金
銀
一
以
遽
美

と
、
橘
の
枝
葉
が
、
常
緑
に
茂
り
、
そ
の
実
は
、
珠
玉
や
金
銀
に
も
劣
ら
ず

に
光
っ
て
美
し
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
故
、
登
岐
士
久
（
非
時
）
は
、
「
そ
の
雪
の
　
時
じ
く
が
如
（
不
時
如
）
」

〔
万
葉
集
巻
一
、
二
六
〕
や
、
「
時
じ
く
そ
（
時
自
久
曽
）
　
雪
は
降
り
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

（
同
巻
三
、
三
一
七
）
の
「
時
じ
く
」
同
様
に
、
四
時
を
定
め
ず
、
常
に
同

じ
状
態
で
あ
る
こ
と
、
橘
で
あ
れ
ば
、
常
緑
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
た
表
記
と

と
れ
る
。

　
「
迦
玖
（
香
）
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
光
り

輝
く
」
意
を
見
出
し
得
よ
う
。

　
例
え
ば
、
大
系
本
竹
取
物
語
の
補
注
の
中
で
、
校
注
者
の
阪
倉
篤
義
氏
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
上
代
の
文
献
に
見
え
る
三
里
の
「
輌
遇
突
智
の
神
」
、
あ
る
い
は
光
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
げ
　
　
　
　
か
　
ぎ

　
　
意
味
す
る
「
加
我
よ
ふ
」
「
や
そ
河
擬
」
「
迦
芸
ろ
ひ
」
な
ど
一
連
の
語

　
　
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
も
と
や
は
り
光
り
か
が
や
く
と
い
う
意
味
で
「
カ

　
　
グ
や
姫
」
と
名
づ
け
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
故
、
こ
の
「
迦
玖
能
木
実
」
も
、
「
光
り
輝
く
木
の
実
」
の
謂
と
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
橘
は
、
確
か
に
、
黄
金
色
の
実
を
つ
け
る
か
ら
、
光
り
輝
く
と
い
う
に
相

応
し
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
松
前
健
氏
は
、
『
日
本
神
話
の
新
研
究
』
の
中
で
、
諸
外
国
の

神
話
を
比
較
研
究
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
た
。

　
　
　
赤
色
や
白
色
の
物
以
外
に
、
黄
金
や
金
色
の
物
が
ま
た
太
陽
の
象
徴

　
　
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
世
界
大
な
信
仰
で
あ
っ
た
。
…
…

　
　
従
っ
て
黄
金
の
宝
や
玉
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
こ
れ
等
を
取
っ
て
帰
る

　
　
話
の
中
に
は
、
可
成
り
太
陽
神
話
的
な
色
彩
が
濃
い
も
の
が
あ
る
の
で

　
　
あ
る
。

　
こ
の
論
か
ら
す
れ
ば
、
橘
た
る
登
岐
士
玖
導
管
賢
能
木
実
（
非
時
香
菓
）

は
、
太
陽
の
象
徴
で
あ
り
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
後
世
の
例
で
あ
る
が
、
『
曽
我
物
語
』
に
、
時
政
の
娘
が
、
橘
の
夢
を
見
る

例
が
出
て
く
る
。



　
　
　
さ
る
程
に
、
そ
の
頃
、
十
九
の
君
、
不
思
議
の
夢
を
ぞ
見
た
り
け
る
。

　
　
た
と
へ
ぼ
、
い
つ
く
と
も
な
く
、
た
か
き
峰
に
の
ぼ
り
、
月
日
を
左
右

　
　
の
挟
に
お
さ
め
、
橘
の
三
つ
な
り
た
る
枝
を
か
ざ
す
と
見
て
…
…

　
こ
の
夢
を
政
子
が
買
っ
て
、
頼
朝
の
子
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
げ
に
も
、
景
行
帝
、
橘
を
ね
が
ひ
、
誕
生
あ
り
し
事
、
幾
程
な
く
て
、

　
　
若
君
い
で
き
た
り
、
頼
朝
の
御
後
を
つ
ぎ
、
四
海
を
お
さ
め
た
て
ま
つ

　
　
る
。

　
橘
の
お
蔭
で
、
日
の
御
子
景
建
白
が
誕
生
し
た
如
く
、
橘
の
お
蔭
で
、
日

の
本
の
支
配
者
、
下
家
、
実
朝
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
橘
の

太
陽
象
徴
と
し
て
の
性
格
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　
そ
し
て
そ
の
橘
た
る
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
無
実
（
非
時
香
菓
）
が
生
え
て

い
る
常
世
国
は
、
太
陽
象
徴
た
る
橘
の
本
源
地
と
い
う
意
味
で
、
太
陽
浄
土

の
性
格
を
持
つ
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
ま
た
、
記
の
天
の
石
屋
戸
の
段
に
は
、

　
　
　
集
二
常
世
長
鳴
鳥
一
、
令
レ
鳴
而
、

と
い
う
一
節
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
長
鳴
鳥
と
は
鶏
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

何
故
、
「
常
世
の
」
と
い
う
修
飾
語
が
懸
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鶏
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
太
陽
に
関
係
深
い
鳥
で
あ
り
、
日
の
わ
ず
か
な
光
を
感
じ
て
、

夜
明
け
の
到
来
を
告
げ
る
。
逆
に
、
鶏
が
鳴
け
ば
、
太
陽
が
出
現
す
る
と
考

え
る
の
も
至
極
当
然
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
こ
の
場
合
は
、
天
石
屋
戸
に
隠
れ
た
太
陽
神
天
照
大
神
を
、
鶏

鳴
に
よ
っ
て
導
き
出
す
呪
術
と
考
え
ら
れ
る
が
、
普
通
の
鶏
で
は
な
く
、
常

世
国
の
長
鳴
鳥
が
集
め
ら
れ
た
の
は
、
常
世
国
を
太
陽
浄
土
と
見
な
す
考
え

方
が
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
の
で
な
い
か
。
つ
ま
り
、
か
け
ま
く
も
畏

し
こ
き
太
陽
神
天
照
大
御
神
の
再
出
現
を
促
す
に
は
、
太
陽
故
習
た
る
常
世

国
の
鶏
で
な
く
て
は
効
果
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
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そ
れ
故
、
「
常
世
の
」
の
一
句
が
「
長
鳴
鳥
」
に
冠
せ
ら
れ
た
点
も
、
常
世

国
が
太
陽
浄
土
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
の
一
つ
の
例
証
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
に
お
い
て
、
「
常
世
の
浪

寄
す
る
国
」
で
あ
る
「
神
風
の
伊
勢
の
国
」
を
治
め
て
い
た
伊
勢
津
彦
は
、

「
中
夜
に
乃
る
比
、
大
風
四
も
に
起
り
て
波
瀾
を
扇
挙
げ
、
光
耀
き
て
日
の

如
く
陸
も
海
も
共
に
朗
か
に
、
遂
に
波
に
乗
り
て
東
に
ゆ
き
き
。
」
と
描
写
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る

れ
て
い
た
。
「
光
耀
き
て
日
の
如
く
」
と
い
う
一
節
は
、
伊
勢
津
彦
が
「
日
の

如
く
」
光
を
発
す
る
こ
と
、
端
的
に
言
え
ば
、
太
陽
そ
の
も
の
と
言
い
得
る

光
輝
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
太
陽
の
如
く
光
り
な

が
ら
、
東
、
お
そ
ら
く
、
東
方
海
上
に
あ
る
常
世
国
へ
渡
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
常
世
国
と
太
陽
の
関
係
を
示
す
一
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
伊
勢
国
に
つ
い
て
は
、
垂
仁
紀
二
十
五
年
三
月
の
条
に
次
の

如
き
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
離
二
天
照
大
神
於
豊
紹
入
比
量
一
。
託
二
子
倭
黒
黒
一
、
愛
倭
姫
命
、
求

　
　
下
鎮
二
坐
大
神
一
之
処
上
、
而
詣
二
菟
田
按
幡
㎝
。
更
還
掛
入
二
近
江
国
一
、

　
　
東
廻
二
美
濃
一
、
到
工
伊
勢
国
一
。
時
天
照
大
神
講
二
倭
窮
命
一
日
、
是
神

　
　
風
伊
勢
国
、
則
常
世
三
雲
重
浪
帰
国
也
。
母
国
可
上
国
也
。
欲
レ
居
能
是

　
　
国
一
。
故
随
二
大
神
教
一
、
霊
祠
立
二
於
伊
勢
国
一
。
因
興
二
斉
宮
干
五
十

　
　
鈴
川
上
一
。
単
子
二
磯
宮
一
。
則
天
照
大
神
誘
惑
レ
天
降
之
処
也
。

　
い
わ
ゆ
る
伊
勢
神
宮
の
起
源
課
だ
が
、
伊
勢
国
は
、
太
陽
神
た
る
天
照
大

神
が
、
「
是
の
国
に
居
ら
む
と
欲
ふ
」
と
の
た
ま
い
、
そ
の
祠
が
建
て
ら
れ
、

「
天
照
大
神
の
始
め
て
天
よ
り
降
り
ま
す
処
な
り
」
と
さ
れ
る
、
太
陽
信
仰

と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
聖
地
で
あ
る
。
二
見
ヶ
浦
を
初
め
と
す
る
太
陽
遺
跡

も
現
存
し
て
い
る
。
上
述
の
如
く
、
伊
勢
は
東
に
海
が
開
け
、
常
世
国
へ
の

入
り
口
と
考
え
ら
れ
た
国
で
あ
る
。
太
陽
信
仰
と
関
わ
り
深
い
伊
勢
が
常
世

国
へ
の
入
り
口
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
常
世
国
自
体
が
、
太
陽
信
仰
と
深
い
か

九



常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
勝
俣
）

か
わ
り
を
持
つ
世
界
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
見
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
文
徳
天
皇
実
録
の
斉
衡
三
年
十
二
月
の
条
に
見
ら
れ
た
、
常

陸
国
に
押
し
寄
せ
た
少
比
古
優
艶
の
石
像
は
、
「
夜
半
望
レ
海
。
光
耀
属
レ

天
」
。
状
態
で
現
わ
れ
て
い
る
。
「
光
耀
が
天
に
属
ぶ
」
ま
で
光
っ
た
少
比
古

懸
命
は
、
先
の
伊
勢
津
彦
同
様
、
太
陽
と
の
関
連
が
連
想
さ
れ
、
そ
れ
は
同

時
に
、
少
比
古
奈
命
の
や
っ
て
き
た
常
世
国
自
体
が
太
陽
浄
土
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
記
紀
の
神
武
東
征
神
話
に
お
い
て
、
熊
野
が
東
方
的
性
格
を
持

つ
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
熊
野
か
ら
大
和
へ
の
導
き
手
と
し
て
八
腿
烏
（
頭

八
腿
鳥
）
が
遣
わ
さ
れ
る
。
こ
の
八
腿
鳥
も
、
太
陽
の
象
徴
と
見
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
て
、
熊
野
と
太
陽
信
仰
の
か
か
わ
り
、
延
い
て
は
、
熊
野
が
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
た
る
常
世
国
の
太
陽
浄
土
的
性
格
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

六
、
東
方
太
陽
浄
土
と
不
老
不
死
性

　
前
節
ま
で
に
、
常
世
国
が
、
蓬
莱
、
扶
桑
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
等
と
か
か

わ
り
を
持
つ
他
界
で
あ
り
、
東
方
の
海
の
涯
に
あ
る
太
陽
浄
土
と
し
て
の
性

格
を
持
つ
こ
と
を
見
て
き
た
。
そ
の
こ
と
と
、
常
世
国
が
、
そ
の
名
義
の
通

り
、
常
世
、
つ
ま
り
永
久
不
変
の
不
老
不
死
の
世
界
で
あ
る
こ
と
と
は
如
何

に
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
常
世
国
が
、
東
方
海
上
遥
か
に
想
定
さ
れ
た
点
で
あ
る
が
、
「
東
」

は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
光
、
春
、
青
春
、
復
活
、
誕
生
な
ど
の
観
念
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
び
つ
い
た
方
位
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
陰
陽
道
や
、
日
本
神

話
に
お
け
る
方
位
観
念
に
も
、
明
瞭
に
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
む
か

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
「
日
向
」
と
い
う
地
名
を
取
り
挙
げ
て
み
た
い
。
日
向

一
〇

で
、
ま
ず
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
伊
邪
耶
伎
の
大
神
の
身
襖
で
あ
る
。
古
事

記
で
は
、

　
　
・
異
業
那
伎
大
神
詔
、
：
…
・
吾
者
為
二
御
身
之
襖
一
理
、
到
コ
坐
築
紫
日

　
　
向
野
盗
小
門
之
阿
波
岐
原
　
而
、
襖
祓
也
。

と
描
き
、
日
本
書
紀
神
代
上
覧
五
段
一
書
第
六
で
は
、

　
　
　
伊
美
諾
尊
…
当
滋
藤
去
吾
身
之
濁
椴
一
、
則
往
至
二
筑
紫
日
向
小
戸
橘

　
　
之
憶
原
一
、
而
祓
除
焉
。

と
作
る
。
ど
ち
ら
も
、
日
向
で
襖
祓
を
し
、
そ
の
結
果
、
古
事
記
で
は
、

　
　
　
於
レ
単
車
二
左
御
目
一
時
、
所
レ
成
神
名
、
天
照
大
御
神
。

日
本
書
紀
で
は
、

　
　
　
三
二
左
眼
一
。
因
以
生
神
、
号
日
二
天
照
大
神
一
。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
至
上
神
で
あ
る
日
の
神
天
照
大
（
御
）
神
が
誕
生
す
る
。

　
日
本
神
活
で
最
も
重
要
な
神
が
、
な
ぜ
日
向
で
誕
生
し
た
か
と
言
え
ば
、

日
向
が
聖
地
と
考
え
ら
れ
た
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
う
し
て

日
向
が
聖
地
か
と
言
え
ば
、
日
向
と
い
う
名
義
そ
の
も
の
が
、
日
に
向
か
う

と
い
う
こ
と
で
、
他
よ
り
優
れ
た
聖
な
る
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
事
実
、
日
本
書
紀
凶
行
天
皇
十
七
年
春
の
記
述
で
は
、

　
　
　
幸
二
子
湯
槽
一
、
遊
二
子
丹
裳
小
野
一
、
時
東
望
之
、
福
二
左
右
一
日
、

　
　
是
華
燭
直
向
二
歯
応
出
方
一
。
故
六
二
其
国
一
日
二
日
向
一
也
。

　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

と
あ
っ
て
、
「
是
の
国
」
が
、
「
潔
く
日
の
出
つ
る
方
に
向
」
く
ゆ
え
に
、
「
日

向
」
と
名
づ
け
た
と
す
る
。
東
方
の
日
の
出
現
す
る
方
向
に
開
け
た
土
地
を

善
し
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
逸
文
日
向
国
風
土
記
の
国
号
の
由
来
を
述
べ
た
条
に
は
、

　
　
　
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
之
世
、
幸
二
児
湯
之
郡
一
、
遊
二
於
丹

　
　
裳
之
小
野
一
、
謂
二
左
右
一
日
、
比
国
地
形
、
直
向
二
扶
桑
一
、
宜
レ
号
二
日

　
　
向
一
也
。



と
あ
る
。
日
本
書
紀
と
大
体
類
似
し
て
い
る
が
、
書
紀
の
「
日
出
方
」
を
「
扶

桑
」
と
記
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
扶
桑
は
、
四
節
で
も
見
た
如
く
、

古
代
中
国
人
が
想
定
し
た
、
東
方
海
上
遥
か
の
太
陽
故
土
で
あ
る
が
、
こ
の

扶
桑
は
、
そ
の
存
在
位
置
か
ら
、
常
世
国
と
混
同
さ
れ
る
面
が
見
ら
れ
た
。

実
際
、
第
五
節
の
如
く
、
常
世
国
に
は
太
陽
浄
土
と
し
て
の
性
格
が
存
す
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
、
扶
桑
と
常
世
国
は
同
一
視
さ
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
。
第
二
節
で
、
御
毛
肝
属
が
、
日
向
か
ら
常
世
国
へ
渡
っ
て
行
っ

た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
日
向
が
、
「
直
に
扶
桑
に
向
か
」
っ
て
い
れ
ぼ
、
必
然

的
に
常
世
国
へ
も
向
か
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
日
向
が
常
世
国
へ
の
出
発
点

と
な
る
の
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
れ
故
、
本
来
、
日
向
と
は
、
太
陽
の
出

現
す
る
聖
な
る
地
で
あ
る
扶
桑
や
常
世
国
に
、
海
を
隔
て
て
真
向
い
に
な
っ

た
地
で
、
そ
う
し
た
太
陽
浄
土
を
お
介
す
る
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
聖

な
る
浄
土
を
祭
る
場
所
が
、
逆
に
聖
な
る
空
間
そ
の
も
の
に
変
質
し
て
、
祭

ら
れ
る
場
所
に
な
っ
た
の
が
、
伊
邪
那
伎
の
大
神
の
身
襖
の
場
と
し
て
の
日

向
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
扶
桑
が
、
『
論
衡
』
で
、
「
東
方
地
」
と
さ
れ
、
説
文
解
語
で
説
く

「
東
」
の
字
の
構
成
要
素
で
あ
る
如
く
、
扶
桑
は
、
「
東
」
と
関
係
深
い
、
「
東
」

そ
の
も
の
を
表
わ
す
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
「
扶
桑
」
に
「
直
に
」
「
向
か
」
う
「
日
向
」
そ
の
も
の
も
、
「
東
」
を

表
わ
す
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
野
晋
氏
は
、

　
　
　
「
ヒ
ー
ム
ー
カ
ー
シ
」
は
「
日
に
向
く
方
向
」
つ
ま
り
東
の
意
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
東
」
と
い
う
語
の
基
に
な
っ
た
「
日
向
」

そ
の
も
の
が
、
「
東
」
と
同
義
と
言
っ
て
も
よ
く
、
「
東
」
の
持
つ
属
性
で
あ

る
「
復
活
」
「
誕
生
」
な
ど
の
観
念
と
分
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
「
復
活
」
と
い
う
概
念
は
、
一
度
死
ん
だ
も
の
が
生
き
帰
る
こ
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と
で
あ
る
か
ら
、
「
不
死
」
と
い
う
観
念
と
、
当
然
の
こ
と
乍
ら
、
深
く
結
び

付
く
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
常
世
国
が
、
東
方
海
上
遥
か
に
あ
る
こ
と
自

体
が
、
「
不
死
」
の
世
界
で
あ
る
こ
と
と
つ
な
が
っ
て
く
る
の
だ
と
言
え
よ

う
。　
一
方
、
常
世
国
が
太
陽
浄
土
で
あ
る
点
と
不
老
不
死
は
如
何
に
か
か
わ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
太
陽
の
イ
メ
ー
ジ
や
シ
ン
ボ
ル
を
、
地
球
的
視
野
で
眺
め
た
場
合
、
汎
世

界
的
な
も
の
と
し
て
抽
出
で
き
る
の
は
、
「
永
遠
性
、
創
造
者
、
楽
園
、
豊
饒
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
観
念
と
の
結
び
付
き
で
あ
る
。
日
本
神
話
に
お
い
て
も
、
常
世
国
か

ら
や
っ
て
き
た
恩
名
毘
古
平
神
は
、
大
穴
零
墨
神
と
と
も
に
国
土
を
創
成
し

て
お
り
、
ま
た
、
常
世
国
は
、
国
母
士
玖
能
迦
玖
聖
母
実
が
実
る
楽
園
で
あ

り
、
豊
饒
の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
該
の
「
永
遠
性
」
、
つ
ま
り
、
「
永

久
不
変
と
不
老
不
死
性
」
も
、
常
世
国
と
い
う
語
義
そ
の
も
の
か
ら
抽
出
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
太
陽
浄
土
で
あ
る
こ
と
自
体
が
、
そ
の

太
陽
の
持
つ
永
遠
性
と
い
う
属
性
に
よ
っ
て
、
不
老
不
死
と
い
う
観
念
と
強

く
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
五
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
常
世
国
は
、
黄
金
色
の
太
陽
か
ら
連
想

さ
れ
る
黄
金
色
の
実
、
橘
の
生
え
る
理
想
郷
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
太
陽
の
象

徴
で
も
あ
る
丸
い
黄
金
色
の
登
岐
士
馬
面
迦
玖
算
木
実
は
、
そ
れ
自
体
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
、
不
老
不
死
の
最
果
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
不

老
不
死
の
霊
果
で
も
あ
る
登
岐
士
玖
引
算
玖
能
木
実
が
生
え
て
い
る
聖
域
で

あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
常
世
国
は
、
不
老
不
死
の
理
想
郷
で
あ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
太
陽
自
体
が
、
不
老
不
死
の
象

徴
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。



常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
勝
俣
）

一
二

結

び

　
以
上
、
常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
性
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。

　
結
論
と
し
て
は
、
常
世
国
は
、
東
方
海
上
遥
か
に
存
在
し
、
太
陽
浄
土
と

し
て
の
性
格
を
持
ち
、
そ
し
て
東
方
に
位
置
す
る
こ
と
と
太
陽
浄
土
た
る
こ

と
自
体
が
、
東
方
や
太
陽
の
属
性
で
あ
る
復
活
や
永
遠
性
に
よ
っ
て
、
不
老

不
死
性
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
古
代
日
本
人
は
、
毎
朝
、
太
陽
が
、
東
の
海
の
涯
か
ら
昇
る
の
を
見
て
、

そ
こ
に
、
太
陽
浄
土
、
す
な
わ
ち
、
常
世
国
を
想
偉
し
、
さ
ら
に
、
毎
日
、

絶
え
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
太
陽
が
、
東
の
海
の
彼
方
か
ら
昇
る
様
子
か
ら
、

太
陽
の
永
遠
の
復
活
、
更
新
、
延
い
て
は
、
生
命
の
不
老
不
死
を
連
想
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
は
、
太
陽
の
象
徴
で
あ
り
、
か
つ
不
老
不
死
の
霊
果
で

あ
る
登
二
士
玖
黒
蓋
玖
能
木
実
が
、
稔
っ
て
輝
い
て
い
る
、
豊
穣
な
、
光
明

に
満
ち
た
理
想
郷
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
常
世
国
と
、
中
国
の
蓬
莱
や
扶
桑
、
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
な
ど

の
関
係
は
、
当
然
そ
の
類
似
性
故
に
問
題
と
な
る
が
、
「
常
世
（
ト
コ
ヨ
）
」

と
い
う
言
葉
が
、
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
先
に
東
方

太
陽
浄
土
、
不
老
不
死
の
理
想
郷
と
し
て
の
常
世
が
あ
り
、
後
に
そ
の
性
格

の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
常
世
と
蓬
莱
等
が
混
同
さ
れ
、
同
一
視
さ
れ
る
に
至
っ

た
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
混
同
自
体
は
、
記
紀
万
葉
の
時
代
に
遡

り
得
る
極
め
て
早
い
時
期
に
起
こ
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

注
　
①
は
、
倉
野
憲
司
氏
『
古
事
記
全
註
釈
』
、
西
宮
一
民
氏
『
古
典
集
成
古
事

記
』
、
西
郷
信
綱
氏
『
古
事
記
注
釈
』
等
、
多
数
の
古
事
記
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
る

最
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
②
は
、
柳
田
国
男
や
、
折
口
信
夫
、
三
谷
栄
一
氏

等
の
論
に
見
出
さ
れ
る
。
③
は
、
谷
川
健
一
氏
「
他
界
観
と
宇
宙
観
」
等
に
見
ら

れ
る
。
④
は
、
西
郷
信
綱
氏
『
古
事
記
注
釈
』
の
異
説
等
の
説
で
あ
る
。

　
但
し
、
折
口
信
夫
は
、
『
萬
葉
集
辞
典
』
の
中
で
は
、
「
最
古
く
は
、
海
を
隔
て

た
土
地
と
し
て
、
海
外
に
も
海
中
に
も
其
存
在
を
考
え
て
み
た
様
で
、
海
を
挟
ん

で
此
国
に
遠
い
地
は
、
皆
、
常
世
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
①
や
④
の
よ
う
な
考
え

方
も
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
批
が
国
へ
、
常
世
へ
」
の
中
で
、
「
し
か
し
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
よ
　
　
　
　
と
こ
よ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

一
代
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
と
こ
よ
が
常
世
で
、
常
夜
経
く
国
、
闇
か
き
話
す
恐
ろ

し
い
神
の
国
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
」
と
し
て
い
る
が
、
常
世
の
「
世
」
と
常
夜

の
「
夜
」
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
甲
類
・
乙
類
が
異
な
る
か
ら
、
当
然
発
音

の
異
な
る
別
種
の
語
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
説
は
採
れ
な
い
。

　
「
波
の
穂
を
跳
む
」
と
言
っ
た
行
為
が
、
常
世
国
へ
の
渡
航
方
法
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
、
拙
稿
「
『
波
の
穂
を
跳
む
』
と
『
粟
茎
に
弾
か
れ
て
』
の
意
図
す
る
も

の
i
常
世
国
へ
の
渡
航
方
法
に
関
し
て
一
」
【
『
愛
育
』
2
0
号
（
愛
媛
大
学
法

文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
会
）
】
を
参
照
さ
れ
た
し
。

紀
神
代
上
第
八
段
第
六
の
一
書
に
は
、
「
其
の
後
に
、
少
彦
名
工
、
行
き
て
、
熊

野
の
御
碕
に
至
り
て
、
遂
に
常
世
国
に
適
し
ぬ
」
と
い
う
｝
節
が
あ
る
。
こ
の
熊

野
を
大
系
本
日
本
書
紀
上
の
頭
注
で
は
、
「
島
根
県
八
束
郡
八
束
村
能
…
野
」
の
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
紀
伊
国
の
熊
野
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
常
世
国
へ
渡
る
に
あ
た
っ
て
、
御
毛
沼
命
（
三
毛
入
野
命
）
が
、
「
波
（
浪
）
の

穂
（
秀
）
を
跳
（
踏
）
」
ん
で
い
く
の
も
、
鴻
毛
で
も
沈
め
て
し
ま
う
水
域
に
沈
ま

な
い
で
渡
っ
て
い
く
た
め
の
一
方
法
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
（
前
掲
注



　
　
　
　
（
3
）
参
照
）

　
（
6
）
　
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
の
方
向
が
、
必
ず
し
も
東
方
に
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
と
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
次
の
諸
論
が
あ
る
。

　
　
　
①
伊
藤
幹
治
氏
「
神
話
儀
礼
の
諸
相
か
ら
み
た
世
界
観
」
（
日
本
民
族
学
会
編
『
沖

　
　
　
　
縄
の
民
族
学
的
研
究
一
民
俗
社
会
と
世
界
像
一
』
）

　
　
　
②
丸
山
顯
徳
氏
『
沖
縄
の
民
話
と
他
界
観
』

　
　
　
③
前
城
直
子
氏
「
他
界
の
原
像
1
「
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
」
と
の
機
能
的
・
構
造
的
対

　
　
　
　
比
一
」

（
7
）
　
八
腿
鳥
と
太
陽
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
く
谷
川
士
清
の
指
摘
が
あ
り
、
最
近
で

　
　
　
は
、
松
前
健
、
肥
後
和
男
、
廣
畑
輔
男
氏
な
ど
に
御
論
考
が
あ
る
。

（
8
）
例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活
祭
イ
ー
ス
タ
ー
（
国
霧
叶
興
）
も
、
語
源
は
、
暁
の
女

　
　
　
神
国
。
ω
嘗
Φ
か
ら
来
て
お
り
、
暁
の
方
向
で
あ
る
＄
ω
け
と
関
係
深
い
言
葉
と
さ
れ

　
　
　
る
。
つ
ま
り
、
東
方
と
復
活
と
い
う
観
念
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ー

　
　
　
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
、
文
学
的
、
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
、
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
、
ア
ト
・

　
　
　
ド
・
フ
リ
ー
ス
著
、
山
下
主
一
郎
氏
等
訳
『
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
や
、
水

　
　
　
之
江
有
一
氏
編
『
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
等
に
詳
し
い
。
な
お
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
語
源
は

　
　
　
日
げ
Φ
d
巳
く
Φ
お
p
。
一
国
口
σ
Q
房
げ
U
一
〇
鉱
O
づ
四
蔓
に
拠
る
。

（
9
）
　
　
『
日
本
語
を
さ
か
の
ぼ
る
』
（
岩
波
新
書
）
。
な
お
、
「
シ
は
息
と
か
風
の
意
か

　
　
　
ら
、
方
向
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
語
」
（
同
書
）
と
し
て
い
る
の
は
、
同
じ
見
解

　
　
　
が
、
村
山
七
郎
氏
『
国
語
学
の
限
界
』
に
も
見
ら
れ
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
水
之
江
有
一
氏
『
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
、
ア
ト
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
著
、
山
下
主
一
郎

　
　
　
他
訳
『
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
、
C
・
ブ
ラ
ッ
カ
i
・
M
・
ロ
ー
ウ
ェ
編
、

　
　
　
矢
島
祐
利
・
矢
島
文
夫
訳
『
古
代
の
宇
宙
論
』
、
M
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
、
堀
一
郎
訳

　
　
　
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』
『
太
陽
と
天
空
神
』
等
に
拠
る
。

（
1
1
）
　
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
（
非
時
香
菓
）
に
不
老
不
死
の
霊
果
と
い
う
性
格
が
見

　
　
　
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
竹
取
物
語
』
の
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
と
タ
ヂ
マ

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
四
一
号

モ
リ
伝
承
の
ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ
」

さ
れ
た
し
。

（『

ﾃ
大
国
文
』
第
三
十
一
号
）
を
参
照

（
平
成
二
年
二
月
二
十
八
日
受
理
）

＝
こ


